
採集方法 

採集場所 本ホームページを作成している窪川研究室は，漁船をチャーターし，渥美

半島沖の遠州灘で採集している．  

熊本大学，広島大学，神戸大学の付属臨海実験所，九州大学津屋崎水産実験所では

ナメクジウオの採集を行っている．いずれかの協力が得られれば，採集道具，採集方

法，採集場所の心配をせずに，ナメクジウオを入手できる．採集できる数量は少数で

あるが，太平洋沿岸，瀬戸内海沿岸の臨海実験所，東京大学浜名湖水産実験所で採集

実績がある．上に挙げたいずれの生息地でも，船を使う必要がある．採集する場所は，

夏季の水温 20℃以上，水深 100m 以浅か干潟で流れが速く，粒径 0.3~1 ㎜ほどの砂地

の海底がよい．  

用具 ドレッジ（細長いステンレス製の円筒，高さ 70 ㎝ｘ直径 30 ㎝），ロープ，シ

ャックル，バット，ふるいなどの採集道具と工具，カッパと長靴，ビニール袋，アイ

スボックス，など．  

採集の実際 ナメクジウオがパッチ状に生息していること，および海底の堆積物がい

つも同じではないので，魚群探知機で海底の様子を見ながら，採集場所を決定する．

場所が決まったら，ロープを付けたドレッジに水中に落とし，5~10 分ほど曳航して

船上に揚げる．次いで，ドレッジ中の砂を衣装ケースのような深いバットにあけ，ふ

るい（台所用ステンレス製ザルが手頃）を使ってナメクジウオだけをふるい分ける．

夏季は冷媒で海水を冷やしながら作業する．ふるい分けで一緒に入ってしまうゴカイ

などを除去し，水の汚れをなるべく防ぐ．採集した試料を持ち帰るため，海水 2 リッ

トルと 50~80 匹を小さなビニール袋に入れ，アイスボックスに入れる. 

 

 

飼育方法： 成体 

成体の飼育環境 飼育水槽に，生息地の砂もしくはガラスビーズを，深さ約 1~15 cm

になるように敷き，ナメクジウオが潜れるようにする．砂は真水でよく洗い，3％過

酸化水素水で消毒し，乾燥してから使用する．ガラスビーズは粒径 2~3 mm のものを，

真水で洗い乾燥して使用する．砂やビーズは，深いほどナメクジウオが自由に動き回

り，縦になって餌を取るのも容易になるが，全身が触れている程度の厚さがあれば十

分である．ナメクジウオは光に敏感なため，飼育水槽は暗所に置くか，アルミホイル

などで覆い暗くする．黒色のポリカーボネート水槽を使用するのもよい．  

エアレーションと適度な清掃により，深さ 15 ㎝ｘ直径 10 ㎝の小型容器で 15 匹程

度の成体を飼育できる．この場合，1 週間に 2 度は，砂かビーズを軽く混ぜ，糞を出

して掃除する．もし，潜ったまま死亡している，あるいは感染症にかかっている個体

がいたらすぐに除去する．1 か月程度であれば，餌を与えずに飼育できる．その方が，

水の汚れによる死亡や感染症の発生を防ぐことができ，良い状態に保てる．濾過装置

は使わない．水中であれ底面であれ，ナメクジウオは隙間に潜り込むので吸い込まれ
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